
公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

R1 279 25,679 0 25,324 0 0 355 ▲ 25,400 ʷ ʷ 8

R2 475 27,213 0 26,858 0 0 355 ▲ 26,738 ʷ ʷ 8

R3 85 26,042 0 25,687 0 0 355 ▲ 25,957 ʷ ʷ 8

R1 0 2,859 0 2,859 0 0 0 ▲ 2,859 ʷ ʷ 1

R2 0 2,177 0 2,177 0 0 0 ▲ 2,177 ʷ ʷ 1

R3 0 2,477 0 2,477 0 0 0 ▲ 2,477 ʷ ʷ 1

R1 97 196 0 196 0 0 0 ▲ 99 ʷ ʷ 0

R2 50 151 0 151 0 0 0 ▲ 101 ʷ ʷ 0

R3 50 116 0 116 0 0 0 ▲ 66 ʷ ʷ 0

R1 1,665 108 0 108 0 0 0 1,557 ʷ ʷ ▲ 0

R2 898 106 0 106 0 0 0 792 ʷ ʷ ▲ 0

R3 767 106 0 106 0 0 0 661 ʷ ʷ ▲ 0

R1 149 804 0 804 0 0 0 ▲ 655 ʷ ʷ 0

R2 164 51 0 51 0 0 0 113 ʷ ʷ ▲ 0

R3 50 25 0 25 0 0 0 25 ʷ ʷ ▲ 0

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

・令和2年度に耐震診断を行わな

いと判断したことから当面は現状

のまま使用し、役場庁舎機能を維

持しつつ、移転または建替を検討

する。

・令和4年4月からアスベスト事

前調査結果義務化のため今後も改

修等を行うことから令和4年度に

事前調査を行う。

利用者数

1人当たり町負担額

・建設から12年が経過し、モー

ター等が消耗していくことが予想

される。優先順位をつけ修繕、交

換等が必要。

・令和2年10月末で貸付（針灸）

返還の申し出があり貸付が終了。

建築から60年経過し老朽化して

おり、今後、建物（土地含む）の

譲渡または取壊しを検討する。

現状維持

S49 50 47 94 現状維持1 総務課 役場庁舎 ・昭和49年度の立替による。 ×

H21 38 12 32 現状維持

・役場庁舎、町民会館、消防署、

総合福祉センター、町営住宅に熱

供給を行っている。

役場地域熱供給シ

ステム施設
総務課2 ×

3 総務課 労働相談所

・昭和36年建築（旧北海道銀

行）。現在、連合北海道に貸付

中。

2506024S45×

4 総務課
企業貸付工場（西

町）

・現在企業貸付工場として、マト

ラスターテクノクラシー株式会社

に貸付中。

・建築から31年経過し老朽化し

ている。令和4年4月第1工場、第

2工場除却。

現状維持ʷ S58 38 38 100

5 総務課 ʷ廃止2586224S59×※譲渡済み

【参考】

企業貸付工場（上

名寄）
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 157 57 0 57 0 0 0 100 ʷ ʷ ▲ 0

R2 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R3 ʷ 0 ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ #VALUE!

R1 0 3 0 3 0 0 0 ▲ 3 ʷ ʷ 0

R2 0 3 0 3 0 0 0 ▲ 3 ʷ ʷ 0

R3 0 3 0 3 0 0 0 ▲ 3 ʷ ʷ 0

R1 0 254 0 254 0 0 0 ▲ 254 ʷ ʷ 0

R2 0 9 0 9 0 0 0 ▲ 9 ʷ ʷ 0

R3 ʷ 0 ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ

R1 0 95 0 15 0 80 0 ▲ 95 36 3 0

R2 0 130 0 14 0 116 0 ▲ 130 6 22 0

R3 58 6 0 6 0 0 0 ʷ 0 ʷ ʷ

R1 0 27 0 27 0 0 0 ▲ 27 ʷ ʷ 0

R2 0 119 0 119 0 0 0 ▲ 119 ʷ ʷ 0

R3 293 12 0 12 0 0 0 ʷ ʷ ʷ ʷ

ʷʷ

6 ʷʷʷʷ24S44ʷ※除却済み
【参考】

旧一の橋保育所
総務課

7

・現在、共立トラストとパート

ナーシップ協定中。パートナシッ

プ協定中は現状維持。

現状維持ʷʷ24H14×

旧共立木材株式会社から寄附。建

築年数不明。パートナーシップ協

定に基づき、共立トラストが管

理、運営を行っている。

旧共立木材事務所

兼住宅
総務課

※譲渡済み

【参考】

上名寄生活改善セ

ンター

総務課8

22

ʷʷ22S53ʷ

総務課9

ʷʷʷ

ʷʷʷʷ22S56ʷ※譲渡済み
【参考】

幸成会館

10 ʷS52ʷ※譲渡済み

【参考】

渓和生活改善セン

ター

総務課
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 454 19,090 0 5,627 0 13,463 0 ▲ 18,636 33,791 1 6

R2 38 16,287 0 867 0 15,420 0 ▲ 16,249 5,108 3 5

R3 38 17,234 0 1,669 0 15,565 0 ▲ 17,196 5,873 3 6

R1 0 24 0 24 0 0 0 ▲ 24 ʷ ʷ 0

R2 0 22 0 22 0 0 0 ▲ 22 ʷ ʷ 0

R3 0 26 0 26 0 0 0 ▲ 26 ʷ ʷ 0

R1 0 132 0 20 0 112 0 ▲ 132 190 1 0

R2 0 219 0 107 0 112 0 ▲ 219 85 3 0

R3 0 131 0 19 0 112 0 ▲ 131 101 1 0

R1 0 89 0 17 0 72 0 ▲ 89 101 1 0

R2 0 232 0 160 0 72 0 ▲ 232 43 5 0

R3 0 88 0 16 0 72 0 ▲ 88 47 2 0

・令和4年度に低床バス運行のた

め、歩道等の改修工事を実施予定

である。施設の老朽化に伴い、設

備及び備品等を修理や更新をしな

がら、指定管理者による管理を行

う。また、他の公共施設と併せ利

用料金の見直しを検討する。

現状維持823138H2〇

・ＪＲ名寄本線の廃止に伴う代替

バス利用者等の利便を図り、地域

交通に関する資料を保存、展示す

るとともに町民相互の連帯意識を

高揚し生活文化の向上を推進す

る。

バスターミナル合

同センター（にぎ

わいの広場、気動

車含む）

税務住民課11

12

・今後においても交通安全・防犯

啓発活動の拠点として活用を図っ

ていく。

現状維持1052322H10×
・地域住民の交通安全や防犯の啓

発活動の推進を図る。
交通防犯センター税務住民課

13

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、行政改革の方針に基づき、公

区会館としての用途を廃止（予

定）するとともに、令和3年度か

らは大規模な修繕は実施しない。

なお、公区の役員会等は公共施設

を活用していただく。

現状維持1864122S55〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

上名寄川向会館税務住民課14

S56〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

上名寄第一公区会

館
税務住民課

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、行政改革の方針に基づき、公

区会館としての用途を廃止（予

定）するとともに、令和3年度か

らは大規模な修繕は実施しない。

なお、公区の役員会等は公共施設

を活用していただく。

現状維持1824022
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 261 0 49 0 212 0 ▲ 261 574 0 0

R2 0 259 0 47 0 212 0 ▲ 259 142 2 0

R3 0 110 0 110 0 0 0 ▲ 110 0 ʷ 0

R1 0 201 0 43 0 158 0 ▲ 201 649 0 0

R2 0 200 0 42 0 158 0 ▲ 200 15 13 0

R3 0 200 0 42 0 158 0 ▲ 200 7 29 0

R1 0 227 0 21 0 206 0 ▲ 227 1,199 0 0

R2 0 215 0 9 0 206 0 ▲ 215 131 2 0

R3 0 215 0 9 0 206 0 ▲ 215 413 1 0

R1 0 842 0 679 0 163 0 ▲ 842 164 5 0

R2 0 196 0 28 0 168 0 ▲ 196 71 3 0

R3 0 191 0 28 0 163 0 ▲ 191 40 5 0

15

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、公区⾧会議の中で公区行事等

で時間を気にせずに利用できる施

設が必要であるとの意見があると

ともに避難所や選挙投票所として

の活用もあるこから、大規模な修

繕を伴わない範囲で現状維持で利

活用を進めたい。

現状維持1864122S55〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

緑町・三和会館税務住民課16

S56〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

りんどう会館税務住民課

・令和2年度をもって公区会館の

用途廃止を行っており、今後、譲

渡に向け、手続きを行う予定であ

る。

廃止1824022

17

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、行政改革の方針に基づき公区

会館としての用途を廃止（予定）

するとともに、令和3年度から

は、大規模な修繕は実施しない。

なお、公区の役員会等は公共施設

を活用していただく。

現状維持1503322S63〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

新町会館税務住民課18

S47〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

末広会館税務住民課

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、公区⾧会議の中で公区行事等

で時間を気にせずに利用できる施

設が必要であるとの意見があると

ともに避難所や選挙投票所として

の活用もあるこから、大規模な修

繕を伴わない範囲で現状維持で利

活用を進めたい。

現状維持1294938

4



公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 364 0 281 0 83 0 ▲ 364 124 3 0

R2 0 113 0 30 0 83 0 ▲ 113 48 2 0

R3 0 202 0 119 0 83 0 ▲ 202 84 2 0

R1 0 132 0 28 0 104 0 ▲ 132 274 0 0

R2 0 131 0 27 0 104 0 ▲ 131 98 1 0

R3 0 131 0 27 0 104 0 ▲ 131 118 1 0

R1 0 2,021 0 1,113 0 908 0 ▲ 2,021 546 4 1

R2 0 1,280 0 344 0 936 0 ▲ 1,280 34 38 0

R3 0 1,181 0 246 0 935 0 ▲ 1,181 89 13 0

R1 0 150 0 34 0 116 0 ▲ 150 154 1 0

R2 0 113 0 33 0 80 0 ▲ 113 124 1 0

R3 0 149 0 33 0 116 0 ▲ 149 137 1 0

現状維持1864122

19

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、公区⾧会議の中で公区行事等

で時間を気にせずに利用できる施

設が必要であるとの意見があると

ともに避難所や選挙投票所として

の活用もあるこから、大規模な修

繕を伴わない範囲で現状維持で利

活用を進めたい。

現状維持2054522S51〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

南部会館税務住民課

20

S49〇

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

二の橋会館税務住民課

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、行政改革の方針に基づき公区

会館としての用途を廃止（予定）

するとともに、令和3年度から

は、大規模な修繕は実施しない。

なお、公区の役員会等は公共施設

を活用していただく。

現状維持2144722

・今後においても指定管理者によ

る施設の維持・管理を行ってい

く。

現状維持1232722H5〇

・住民自ら相互の連帯感を醸成

し、明るく住み良い地域社会づく

りを推進する。

・地域住民の生活及び生産文化の

高揚と生活改善、福祉の向上並び

に自主的諸活動の推進を図るた

め、地域に会館等を設置する。

北町会館税務住民課

・令和3年度から7年度の指定管

理の更新を行っている。その後

は、行政改革の方針に基づき公区

会館としての用途を廃止（予定）

するとともに、令和3年度から

は、大規模な修繕は実施しない。

なお、公区の役員会等は公共施設

を活用していただく。

22

一の橋コミュニ

ティセンター
税務住民課21

S54〇

5



公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 10,296 58,285 0 17,985 40,275 0 25 ▲ 47,989 9,386 5 15

R2 11,493 48,782 0 13,380 35,377 0 25 ▲ 37,289 9,310 4 12

R3 10,740 79,401 0 13,625 51,629 0 14,147 ▲ 68,661 8,736 8 22

R1 219 5,800 0 5,800 0 0 0 ▲ 5,581 29 192 2

R2 243 3,890 0 3,890 0 0 0 ▲ 3,647 34 107 1

R3 283 4,640 0 4,640 0 0 0 ▲ 4,357 37 118 1

R1 0 285 0 285 0 0 0 ▲ 285 ʷ ʷ 0

R2 0 273 0 273 0 0 0 ▲ 273 ʷ ʷ 0

R3 0 488 0 488 0 0 0 ▲ 488 ʷ ʷ 0

・施設の老朽化に伴う計画的な整

備及び適正な維持管理を行い、施

設の延命化を図る。

現状維持1354231S54×

・廃棄物を適正に処理し、生活環

境の保全と公衆衛生の向上を図

る。

廃棄物処理場税務住民課23

24

・令和3年度から公衆トイレは休

止し、景観維持のため草刈等の維

持管理を継続する。

縮小952122H12×

・地域住民のふれあい、憩いの場

として交流を深め、健康づくりと

農山村生活の向上を推進する。

上名寄交流広場公

衆トイレ
税務住民課25

S61×

・墓地、火葬場の管理等が国民の

宗教的感情に適合し、且つ公衆衛

生その他公共の福祉の見地から行

われることを目的とする。

墓地・火葬場税務住民課

・施設の老朽化に伴う計画的な整

備及び適正な維持管理を行い、施

設の延命化を図る。

現状維持923538

6



公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 618 10,849 0 10,849 0 0 0 ▲ 10,231 8,269 1 3

R2 556 25,220 0 25,220 0 0 0 ▲ 24,664 5,322 5 8

R3 540 34,095 0 34,095 0 0 0 ▲ 33,555 4,560 7 11

R1 343 19,717 0 639 0 9,984 9,094 ▲ 19,374 4,758 4 6

R2 0 19,125 0 47 0 9,984 9,094 ▲ 19,125 4,745 4 6

R3 0 21,496 0 150 0 12,252 9,094 ▲ 21,496 4,015 5 7

・高齢者等が共生することで住人

同士のコミュニケーションを図

り、安心して生活を送ることが可

能な本施設の維持は、引き続き必

要であると思慮する。

現状維持

26

27 451022H23〇

・65歳以上のひとり暮らしの高

齢者及び障害者(以下「高齢者

等」という。)に対して、居住の

場を提供するとともに、介護予防

機能等を提供することにより、安

全で安心して生活できるよう支援

し、高齢者等の福祉の増進を図る

ことを目的に平成23年に共生型

住まいの場「ぬく森」を設置し

た。

【主な事業】

・一定期間の住居の提供、介護予

防サービスの提供

共生型住まいの場

「ぬく森」
保健福祉課

H13×

・総合福祉センター「ハピネス」

は、各種健診や健康相談・子育て

相談のほか、町民の自主活動の場

としての設備を備えるなど、老若

男女を問わず町民の健康づくり等

に寄与するため、平成14年に開

館した。

【主な事業】

・妊婦・産婦健康診査、不妊治療

支援事業、乳児相談、歯の相談

・子どもすこやか予防接種、定期

予防接種

・ハピネススクール、元気教室、

生活習慣病予防事業、がん検診、

地域包括ケア事業

総合福祉センター

「ハピネス」
保健福祉課

・子育て世帯や高齢者など必要と

される方に対して各種事業を的確

に行うことにより、町民が健やか

に安心して生活ができる町づくり

を進めることが可能となることか

ら、本施設の現状を維持していく

ことは必要であると思慮する。

現状維持402050
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 18,891 101,955 66,907 12,763 22,285 0 0 ▲ 83,064 900 92 25

R2 6,356 103,576 86,315 14,508 2,753 0 0 ▲ 97,220 964 101 30

R3 8,856 113,072 94,845 15,289 2,938 0 0 ▲ 104,216 985 106 33

R1 266,478 253,705 165,806 21,189 53,225 0 13,485 12,773 21,068 ▲ 1 ▲ 4

R2 286,473 276,341 178,649 23,165 60,907 0 13,620 10,132 21,795 ▲ 0 ▲ 3

R3 266,058 280,589 179,539 22,008 65,285 0 13,757 ▲ 14,531 21,116 1 5

3947S57×

・あけぼの園は、在宅での生活が

困難になった要介護状態の高齢者

が利用する地域の重要な介護サー

ビス提供事業所である。施設で

は、介護と生活援助サービスを中

心に利用者個々のニーズに合った

介護ザービスの提供を行う。

特別養護老人ホー

ム「あけぼの園」
あけぼの園29 83

341750H16×

・平成18年に開設した旧下川町

幼児センターを、小学校就学前の

子どもに対する教育及び保育並び

に保護者に対する子育て支援の総

合的な提供を推進するため、就学

前の子どもに関する教育、保育等

の総合的な提供の推進に関する法

律第3条第1項の規定に基づき、

幼稚園及び保育所の機能を併せ持

つ、下川町認定こども園「こども

のもり」を平成31年に設置し

た。

【主な事業】

・幼児教育の実施に関する事業、

乳児又は幼児保育の実施に関する

事業

・地域の子どもの養育に関する保

護者からの相談に応じ必要な情報

の提供及び助言を行う事業

・預かり保育事業、延⾧保育事

業、一時保育事業、障害児保育事

業

認定こども園「こ

どものもり」
保健福祉課28

・保護者の就労形態が多様化する

中、町内唯一の保育施設である認

定こども園が児童預かりの受け皿

となり、集団活動の中で児童を成

⾧させていくことは重要であるこ

とから、本施設の現状を維持する

ことは必要であると思慮する。

現状維持

・地域で求められる介護サービス

の適正な提供を図るため、既存施

設の継続的な運営を図る必要があ

る。施設の老朽化、介護職員等の

確保が難しい中、限られた資源の

中で効率的に運営を行うため、年

次的な施設の部分的改修、労務改

善を図るためのICT化、ロボット

化を進め、介護サービスの充実を

図りながら、運営の効率化を進め

る。

現状維持
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 21,965 50,293 37,916 3,921 8,456 0 0 ▲ 28,328 2,962 10 9

R2 23,685 56,705 40,436 5,063 11,206 0 0 ▲ 33,020 3,047 11 10

R3 31,986 60,843 45,184 4,213 11,446 0 0 ▲ 28,857 3,811 8 9

R1 7,978 28,455 9,337 4,601 14,517 0 0 ▲ 20,477 7,315 3 6

R2 8,787 28,285 14,990 8,528 4,767 0 0 ▲ 19,498 6,543 3 6

R3 8,817 23,527 10,556 8,561 4,410 0 0 ▲ 14,710 6,421 2 5

381847H14×

・高齢者に対して、介護支援機

能、居住機能及び交流機能を総合

的に提供することにより、健康で

安心して生活を送れるよう支援

し、もって高齢者の福祉の増進を

図る。

生活支援ハウスあけぼの園31

683247H1×

・在宅の虚弱老人等に対し、通所

の方法により各種サービスの提供

及び高齢者の心身の特性を踏まえ

た介護サービス計画を行い、当該

老人の自立的生活の助⾧、社会的

孤立感の解消、心身機能の維持向

上を図るとともに、その家族の身

体的、精神的な負担の軽減を図

る。

デイサービスセン

ター
あけぼの園30

・地域の高齢者及び介護者のニー

ズに合ったサービスの提供を継続

するため、運営の効率化を図りな

がら現状維持を図る。

現状維持

・地域高齢者の入居希望が多く、

現状維持が望ましい。現状維持

9



公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 187,734 268,451 182,607 7,994 74,228 0 3,622 ▲ 80,717 16,394 5 24

R2 205,128 267,102 199,953 0 63,563 0 3,586 ▲ 61,974 16,060 4 19

R3 193,421 251,113 191,224 57,535 2,354 ▲ 57,692 15,346 4 18

R1 7,363 7,353 0 1,862 5,491 0 0 10 1,830 ▲ 0 ▲ 0

R2 8,133 7,513 5,277 0 2,236 0 0 620 1,825 ▲ 0 ▲ 0

R3 7,877 7,221 5,247 1,974 0 656 1,825 ▲ 0 ▲ 0

33 現状維持861922H14×

・障害者グループホーム「うい

る」は平成１４年１２月、入居者

定員５名により下川町立知的障害

者グループホーム「ういる」とし

て開設。

・障害者自立支援法の施行に伴

い、平成１８年１０月制度改正に

伴う体系移行し、下川町立障害者

グループホーム「ういる」に名称

を変更し、障がい者の地域生活の

定着を目的として、生活基盤確保

のための就労支援・日常生活援助

を行う自立支援サービス事業を展

開し現在に至る。

障害者グループ

ホーム「ういる」
山びこ学園

・入居者の地域生活移行に向けた

日常生活支援と生活基盤の安定確

保のため、就労援助などを中心に

支援内容の充実と効果的な施設運

営を図っており、地域生活の定着

に向けた取り組みを進める。

・今後も、生活基盤である就労に

よる収入の確保と生活支援の充実

を図り、適切な施設運営を進め

る。

773647S60×

・障害者支援施設「山びこ学園」

は昭和61年4月、旧一の橋中学校

の校舎の一部を利用し、下川町立

精神薄弱者更生施設「山びこ学

園」として、定員30名で開設、

平成2年4月に施設を増設し、20

名の定員増により定員50名に変

更。

・障害者自立支援法の施行に伴

い、平成24年1月に体系移行し、

現在の下川町立障害者支援施設

「山びこ学園」に名称を変更し、

障がい者の社会的自立を目的とし

た日常生活等の支援として、日中

支援(生活介護事業)と夜間支援

(施設入所支援事業)の二事業で障

害者支援サービス事業を展開し現

在に至る。

障害者支援施設

「山びこ学園」
山びこ学園32

・障害者総合支援法に基づいた障

害福祉サービス事業体系により、

利用者の社会的自立に向けた支援

と重度重複障がいと高齢化に対応

した支援への取り組みが今後も必

要である。

・また、福祉職場への就職希望者

も全国的に減少していることか

ら、当施設としても生活支援員、

調理員等の職員確保について、各

関係課と連携し、退職者及び会計

年度任用職員の補充を進める。

・なお、施設の安全性と利用者の

高齢化等による身体的機能低下な

どの障害特性に配慮した施設改修

及び設備の更新等を進める。

現状維持
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 1,752 12,059 0 12,059 0 0 0 ▲ 10,307 5,311 2 3

R2 217 9,030 3,503 5,527 0 0 0 ▲ 8,813 1,834 5 3

R3 113 10,465 3,632 6,833 0 0 0 ▲ 10,352 1,477 7 3

R1 1,610 15,376 0 7,913 0 0 7,463 ▲ 13,766 23 599 4

R2 2,598 13,348 303 5,582 0 0 7,463 ▲ 10,750 16 672 3

R3 6,440 10,215 196 10,019 0 0 0 ▲ 3,775 16 236 1

R1 1,011 749 0 746 0 0 3 262 1 ▲ 262 ▲ 0

R2 0 365 0 362 0 0 3 ▲ 365 0 ʷ 0

R3 0 2,415 0 513 0 0 1,902 ▲ 2,415 0 ʷ 1

R1 254 1,763 0 235 0 0 1,528 ▲ 1,509 1 1,509 0

R2 259 1,736 0 208 0 0 1,528 ▲ 1,477 1 1,477 0

R3 349 5,154 0 241 0 0 4,913 ▲ 4,805 2 2,403 2

農林課37
・研修生を確保し、住宅の利用を

進める。
現状維持15320H29×

・意欲的な新規就農予定者の受入

れとともに、住宅と農地を一体的

に権利移動し、農業の振興と世代

交代を図る。

新規就農促進住宅

農林課35

・研修生を確保し、研修道場の利

用を進める。
現状維持29414H29×

・新規就農を希望する者に円滑な

就農を促進するとともに、担い手

の確保と農業の振興を図る。農業

研修カリキュラムの基づき、1年

目農家研修、2年目実践研修する

ことで、新規就農後の経営を安定

化させる。

農業研修道場農林課36

・令和3年度からは、バイオマス

ボイラー稼働中止し、加温機ボイ

ラーを中心に引き続き育苗施設と

して利用を進める。

現状維持931314H20×

・トマト等の生産による農業経営

の安定、農業の振興を図るため、

下川町育苗施設を設置。

育苗施設

・令和3年度より、体育館の町外

者の利用を停止。宿泊についても

スポーツ合宿の受け入れ停止。農

林業拠点施設としての体制を強化

し、より新規就農・体験の受け入

れ等、引き続き、農林業発展ため

の施設としての機能を推進する。

現状維持811747H16×

・農林業者の自主的努力を基調に

農林業の持続的発展地域の活性化

を促進するとともに、住民福祉に

資する。廃校した上名寄小学校校

舎を改修し平成16年12月に設

置。農林業の振興の拠点として開

設。

農村活性化セン

ター「おうる」
農林課34
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 65 6,771 0 561 0 6,210 0 ▲ 6,706 21 319 2

R2 0 5,779 0 0 689 5,080 10 ▲ 5,779 21 275 2

R3 0 4,502 0 0 719 3,750 33 ▲ 4,502 21 214 1

R1 160 17,574 0 4,225 0 13,349 0 ▲ 17,414 237 73 5

R2 0 15,951 0 0 2,291 13,660 0 ▲ 15,951 237 67 5

R3 0 17,978 0 0 3,198 14,780 0 ▲ 17,978 90 200 6

R1 70,725 85,274 8,625 5,085 71,564 0 0 ▲ 14,549 ʷ ʷ 4

R2 66,909 95,486 21,590 4,847 69,049 0 0 ▲ 28,577 ʷ ʷ 9

R3 58,380 84,388 20,506 6,725 57,157 0 0 ▲ 26,008 ʷ ʷ 8

R1 58 2,393 0 754 0 1,639 0 ▲ 2,335 583 4 1

R2 49 1,512 0 71 0 1,441 0 ▲ 1,463 337 4 0

R3 28 1,462 0 71 0 1,391 0 ▲ 1,434 410 3 0

農林課41 ʷʷʷʷ24H5ʷ※除却済み
【参考】

林業総合センター

農林課39

・民間移行を進める（公設民営方

式）。
現状維持1263931S57×

・本町で生産される農産物及び自

生する山菜等を加工販売し、農業

経営の一助とするほか、地場産業

の振興と雇用の拡大を図る。

農産物加工研究所農林課40

・4つの機能を維持していくた

め、施設を修繕し、点検などを進

めていく。

現状維持791924H14〇

・地域資源を有効に活用し、生活

環境の保全と地域農業の活性化を

図る。家畜ふん尿処理、堆肥製

造、汚泥処理、生ごみ処理の4つ

の機能を持つ施設となり、環境保

全型農業を推進している。

土壌改良施設

・公共牧場事業は令和5年度まで

続き、頭数の増加は見込めないた

め、現状維持とする。

現状維持2414117S55〇

・畜産振興の基盤を確立し、農業

経営の安定に寄与する。近年、フ

リーストール牛舎や搾乳ロボット

等の先進機械の導入により大規模

多頭飼養経営の酪農家は増加傾向

にあり、哺育育成を外部委託し、

搾乳作業に集中することで、生乳

生産量を増加を図る傾向にあるた

め、サンル牧場の重要性は増して

いる。

サンル牧場農林課38
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 7,810 7,050 0 392 0 0 6,658 760 ʷ ʷ ▲ 0

R2 7,281 7,118 0 460 0 0 6,658 163 ʷ ʷ ▲ 0

R3 19,910 22,383 0 15,725 0 0 6,658 ▲ 2,473 ʷ ʷ 1

R1 1,593 13,832 0 8,302 4,990 540 ▲ 12,239 89,153 0 4

R2 14,264 25,369 0 19,829 5,000 540 ▲ 11,105 73,484 0 3

R3 4,997 15,843 0 10,303 5,000 540 ▲ 10,846 72,188 0 3

R1 0 796 0 796 0 0 0 ▲ 796 916 1 0

R2 0 65 0 65 0 0 0 ▲ 65 860 0 0

R3 0 837 0 837 0 0 0 ▲ 837 751 1 0

R1 0 20,778 0 1,031 0 9,200 10,547 ▲ 20,778 3,885 5 6

R2 0 20,471 0 846 0 8,500 11,125 ▲ 20,471 2,571 8 6

R3 0 22,665 0 853 0 8,500 13,312 ▲ 22,665 3,364 7 7

政策推進課45

・新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受ける中で、コロナ禍以

前の利用者数に戻ってきている。

今後も感染症対策を講じながら、

利用者増に向けて努めていく。

現状維持18422H29〇

・町民と都市住民等との地域資源

を活用した交流を促進し、滞在型

交流人口の増加を増加を図るとと

もに、地域の活性化に資するた

め。

宿泊研修交流施設

「結いの森」

政策推進課43

・新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受ける中で、コロナ禍以

前の利用者数に戻りつつある。今

後も感染症対策を講じながら、必

要な修繕等を行い、利用者増に向

けて努めていく。

現状維持551222H21〇

・低炭素社会の構築を目指し、住

宅の建築、改修、建替え、居住等

において環境負荷が少なく、かつ

快適な暮らしを実現させるための

住宅の普及及び啓蒙を図るため。

環境共生型モデル

住宅「美桑」
政策推進課44

・新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受ける中で、コロナ禍以

前の利用者数に戻りつつある。今

後も感染症対策を講じながら、必

要な修繕等を行い、利用者増に向

けて努めていく。

現状維持1054038S56〇

・地域住民や林業関係者の休養、

健康増進及び福祉の向上並びに都

市と山村の交流を図るため。

五味温泉

・支出額のうち12,595千円はグ

ラップルの更新、2,939千円は倉

庫外壁(西側)の修繕である。倉庫

外壁(東側)、積込台の傾斜に改善

の余地がある。

現状維持391231H21〇

・森林資源等の有効利用により資

源循環社会の形成と地域の活性

化、環境に配慮した林業の確立に

資する。

木質原料製造施設農林課42

13



公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 500 4,994 0 711 0 0 4,283 ▲ 4,494 5,877 1 1

R2 127 2,555 0 413 0 0 2,142 ▲ 2,428 3,099 1 1

R3 0 739 0 724 0 0 15 ▲ 739 4,366 0 0

R1 2,315 18,928 0 11,457 0 0 7,471 ▲ 16,613 13,785 1 5

R2 2,114 45,487 0 11,128 0 0 34,359 ▲ 43,373 4,908 9 14

R3 2,299 45,353 0 10,994 0 0 34,359 ▲ 43,054 8,575 5 14

R1 74 4,086 0 1,208 0 950 1,928 ▲ 4,012 3,189 1 1

R2 74 3,878 0 1,000 0 950 1,928 ▲ 3,804 1,555 2 1

R3 74 3,877 0 999 0 950 1,928 ▲ 3,803 1,403 3 1

政策推進課47

・指定管理者「NPO法人森の生

活」が、町の森林文化創造のシン

ボルゾーンとして指定管理してお

り、令和２年9月に立ち上げた

「みくわ未来会議」にて今後の方

向性を議論・検討した（令和4年

6月に終了）。民間の活動による

「子供の居場所づくり」を軸とし

た利活用促進の方針が示されたた

め、当面の間現状維持とし、継続

して検討する。

現状維持983940H22〇

・各種体験学習、ふれあいや環境

関連資料等の展示・催しを通じ、

森林文化の創造を図るため。

美桑が丘政策推進課48

・令和２年度から、事前予約がな

ければ19時で閉館するなど、よ

り経費削減に努めている。今後

は、指定管理者制度の導入につい

て検討を進める。

現状維持21524H28×

・地場産業の振興を支える産業の

拠点として、まちの情報を総合的

に発信し、にぎわいを創出するこ

とにより地域経済の発展及び中心

市街地の活性化に繋げるため。

まちおこしセン

ター「コモレビ」

・新型コロナウイルス感染症拡大

の影響を受ける中で、コロナ禍以

前の利用者数に戻ってきている。

今後も感染症対策を講じながら、

老朽化等に対応し、必要な修繕を

行い、利用者増に向けて努めてい

く。

現状維持681522H18〇

・下川町の恵まれた自然環境を背

景に、各種体験活動の場を提供

し、都市住民と町民との交流を促

進するとともに、地域の活性化を

図るため。

地域間交流施設

「森のなかヨック

ル」

政策推進課46
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 884 17,043 0 120 0 0 16,923 ▲ 16,159 ʷ ʷ 5

R2 884 17,246 0 323 0 0 16,923 ▲ 16,362 ʷ ʷ 5

R3 884 17,103 0 180 0 0 16,923 ▲ 16,219 ʷ ʷ 5

R1 1 498 0 498 0 0 0 ▲ 497 554 1 0

R2 0 331 0 331 0 0 0 ▲ 331 66 5 0

R3 0 602 0 602 0 0 0 ▲ 602 40 15 0

R1 378 890 0 890 0 0 0 ▲ 512 ʷ ʷ 0

R2 300 743 0 743 0 0 0 ▲ 443 ʷ ʷ 0

R3 300 6,209 0 6,209 0 0 0 ▲ 5,909 ʷ ʷ 2

R1 508 5,585 0 1,578 0 0 4,007 ▲ 5,077 ʷ ʷ 2

R2 508 5,245 0 1,238 0 0 4,007 ▲ 4,737 ʷ ʷ 1

R3 326 4,882 0 875 0 0 4,007 ▲ 4,556 ʷ ʷ 1

政策推進課51

・地域住民のコミュニティー向上

の場として提供していく。
現状維持41922H24×

・地域住民の防犯、安全、安心を

守るため警察官の巡回による立ち

寄りや、相談業務、各種行政サー

ビス対応業務を行い、地域住民が

安心して生活していくため。

一の橋住民セン

ター
政策推進課52

・老朽化が進んでいるため、施設

機能の移転を検討していく。
現状維持1253224H1×

・木材とのふれあいの大切さを培

い、さらに木材の持つ機能と重要

性を広く青少年育成に繁栄する場

として設置。

木工芸センター

政策推進課49

・施設の有効利用について検討し

ていく。
現状維持1333224H1×

・森林、林業の資料展示や催し等

を通じて、特色ある施設の有効利

用を図るとともに、その発展過程

を理解し、郷土愛を高めるため。

恵林館政策推進課50

・引き続き企業との連携を密に

し、有効に活用するとともに研究

活動を支援する。

現状維持29724H26×

・王子ホールディングス株式会社

は、平成25年10月3日「森林資源

の多面的な活用に関する連携協

定」を町と締結し一の橋地区を中

心に薬用植物の栽培を開始。町が

事業拠点となる事務所、育苗ハウ

ス等を設置、貸付けすることで企

業の定着と地域活性化を図る。

誘致企業貸付施設
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 5,737 39,520 0 2,805 0 0 36,715 ▲ 33,783 9,071 4 10

R2 5,800 38,924 0 2,209 0 0 36,715 ▲ 33,124 8,204 4 10

R3 6,198 39,412 0 2,697 0 0 36,715 ▲ 33,214 8,433 4 11

R1 15,882 32,765 0 32,765 0 0 0 ▲ 16,883 ʷ ʷ 5

R2 16,603 21,709 0 21,707 0 0 2 ▲ 5,106 ʷ ʷ 2

R3 16,959 21,146 0 21,143 0 0 3 ▲ 4,187 ʷ ʷ 1

R1 74,382 86,879 10,433 0 68,038 0 8,408 ▲ 12,497 ʷ ʷ 4

R2 73,349 93,181 9,844 0 74,929 0 8,408 ▲ 19,832 ʷ ʷ 6

R3 74,488 96,719 9,979 0 78,332 0 8,408 ▲ 22,231 ʷ ʷ 7

R1 0 17,833 0 940 0 10,594 6,299 ▲ 17,833 35,507 1 5

R2 54 19,177 0 1,978 0 10,900 6,299 ▲ 19,123 30,949 1 6

R3 34 18,179 0 842 0 11,038 6,299 ▲ 18,145 40,428 0 6

政策推進課55

・概ね良好に管理されており、大

規模な修繕箇所はない。
現状維持581424H20〇

・フレペ広場の管理棟及びトイレ

として設置された。

桜ヶ丘公園セン

ターハウス「フレ

ペ」

建設水道課56

・民間移行を含めた運営方法を検

討していく。
現状維持21838H25×

・特用林産物の栽培技術等の研究

開発並びに生産及び販売等を行

い、地場産業の振興と地域経済の

活性化を図るため。

特用林産物栽培研

究所

政策推進課53

・持続可能なエネルギーを使用し

た居住環境、産業利用を維持して

いく。

現状維持21838H25×

・エネルギー自給型の集住化エリ

アの核となる木質バイオマスボイ

ラーを設置し、集住化住宅、住民

センター、誘致企業貸付施設、山

びこ学園、特用林産物栽培研究所

などの暖房・給湯を賄うことで循

環型社会づくりに寄与。

一の橋地域熱供給

システム施設
政策推進課54

・老朽化に対応し、必要な修繕を

行い、環境に配慮した住宅を維持

していく。

現状維持21838H25×

・地域住民の快適な住環境を確保

し、人びとの暮らし方やエネル

ギー利用について共有意識を生み

出すことにより、地域コミュニ

ティ機能の充実を図るとともに、

様々な交流から地域への定住化を

図るため。

一の橋集住化住宅

（交流促進住宅含

む）

決算額は公園全体
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 1,120 0 1,120 0 0 0 ▲ 1,120 ʷ ʷ 0

R2 0 1,060 0 1,060 0 0 0 ▲ 1,060 ʷ ʷ 0

R3 0 1,186 0 1,186 0 0 0 ▲ 1,186 ʷ ʷ 0

R1 75,462 71,265 13,569 24,151 0 0 33,545 4,197 326 ▲ 13 ▲ 1

R2 73,700 83,582 4,685 46,727 0 0 32,170 ▲ 9,882 321 31 3

R3 73,635 50,991 4,850 16,418 0 0 29,723 22,644 326 ▲ 69 ▲ 7

R1 14,752 24,385 0 3,404 0 0 20,981 ▲ 9,633 80 120 3

R2 14,927 30,020 0 7,106 0 0 22,914 ▲ 15,093 80 189 5

R3 14,472 27,705 0 4,791 0 0 22,914 ▲ 13,233 77 172 4

建設水道課59

・令和2年度下川町⾧寿命化計画

の見直しに伴い、個別改善、建替

工事、除却等を計画的に行う。今

後は住宅戸数を減らしていく計画

ではあるが、人口動態を把握しな

がら検討し進めていく。

縮小ʷʷʷʷ×

・町の各種施策に沿った設置目的

をもって建設された公共住宅であ

り、世帯収入による入居制限はな

く、家賃は条例に定められた額を

設定している。

町営住宅

建設水道課57

・令和2年度下川町⾧寿命化計画

の見直しに伴い、個別改善、建替

工事、除却等を計画的に行う。今

後は住宅戸数を減らしていく計画

ではあるが、人口動態を把握しな

がら検討し進めていく。

縮小ʷʷʷʷ×

・公営住宅法に基づき国の補助等

を受けて町が建設し、住宅に困窮

する低所得者の方に割安な家賃設

定で提供される公共住宅であり、

世帯収入の制限や収入により家賃

が変動するなどの入居要件が定め

られている。

・平成6年からは中堅所得者向け

の特定公共賃貸住宅の整備を行

い、近年の建替えでは核家族化や

高齢化など様々な家族構成に対応

できる住宅を整備している。

公営住宅建設水道課58

ʷʷʷʷ31H2ʷ※除却済み
【参考】

錦町公衆トイレ

住宅戸数

住宅戸数
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 2,647 0 2,647 0 0 0 ▲ 2,647 ʷ ʷ 1

R2 0 2,472 0 2,472 0 0 0 ▲ 2,472 ʷ ʷ 1

R3 0 7,224 0 7,224 0 0 0 ▲ 7,224 ʷ ʷ 2

R1 0 1,007 0 1,007 0 0 0 ▲ 1,007 ʷ ʷ 0

R2 0 676 0 676 0 0 0 ▲ 676 ʷ ʷ 0

R3 0 819 0 819 0 0 0 ▲ 819 ʷ ʷ 0

R1 0 34,973 8,073 15,393 7,108 0 4,399 ▲ 34,973 134 261 11

R2 0 48,128 7,799 16,127 19,944 0 4,258 ▲ 48,128 135 357 15

R3 0 36,803 7,929 16,128 8,629 0 4,117 ▲ 36,803 126 292 12

R1 0 34,220 8,031 18,811 6,694 0 684 ▲ 34,220 84 407 10

R2 0 48,773 7,721 26,691 10,547 0 3,814 ▲ 48,773 77 633 15

R3 0 42,649 7,884 20,315 10,771 0 3,679 ▲ 42,649 73 584 14

R1 0 2,147 0 2,147 0 0 0 ▲ 2,147 ʷ ʷ 1

R2 0 2,299 0 2,278 21 0 0 ▲ 2,299 ʷ ʷ 1

R3 0 4,064 0 4,041 23 0 0 ▲ 4,064 ʷ ʷ 1

教育課63

・現状を維持していく。現状維持53815H25×

・小学校・病院・病院医師住宅に

熱供給している。
小学校・病院地域

熱供給施設
教育課64

・小中学校9年間の連携した教育

や、施設については、補修修繕を

継続しながら、中⾧期的に検討し

ていく。

現状維持914347S53×

・学校教育法に基づき、心身の発

達に応じて、義務教育として行わ

れる普通教育のうち基礎的なもの

を施すことを目的とする。

下川中学校

消防61

・小中学校9年間の連携した教育

や、施設については、補修修繕を

継続しながら、中⾧期的に検討し

ていく。

現状維持1065047S46×

・学校教育法に基づき、心身の発

達に応じて、義務教育として行わ

れる普通教育のうち基礎的なもの

を施すことを目的とする。

下川小学校教育課62

・老朽化を見ながら検討する。管

理体制やサイレン吹鳴方法を見直

しも必要。

現状維持1805530S41×

・一の橋地区を管轄する下川消防

団第二分団の活動拠点として建

築。

第二分団詰所

・役場の建替え等と同時期で調整

中。
現状維持1025150S45×

・下川消防署及び下川消防団第一

分団の活動拠点として建築。
消防庁舎消防60
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 1,980 19,546 0 4,186 15,360 0 0 ▲ 17,566 ʷ ʷ 5

R2 0 21,866 9,684 8,427 3,755 0 0 ▲ 21,866 ʷ ʷ 7

R3 0 21,122 8,647 8,476 3,999 0 0 ▲ 21,122 ʷ ʷ 7

R1 0 10,647 0 947 0 9,700 0 ▲ 10,647 1,395 8 3

R2 0 11,787 0 1,287 0 10,500 0 ▲ 11,787 143 82 4

R3 0 12,190 0 1,130 0 11,060 0 ▲ 12,190 427 29 4

R1 840 23 0 23 0 0 0 817 ʷ ʷ ▲ 0

R2 840 25 0 25 0 0 0 815 ʷ ʷ ▲ 0

R3 840 25 0 25 0 0 0 815 ʷ ʷ ▲ 0

教育課66

・現状を維持していく。現状維持914347S53〇

・「特定非営利活動法人ふるさ

と」に対し、令和2年3月に10年

が経過した際、譲渡について打診

したが、継続して有償による賃貸

借契約を令和12年3月まで結んで

いる。令和12年3月に20年を経過

すると、契約更新することができ

ないため、検討を進めていく必要

がある。

旧幼稚園教育課67

・合宿のＰＲ等に努めたが、感染

症対策等による利用者減も背景に

ある。

現状維持2325122H6〇

・下川商業高等学校及び下川中学

校に在籍する通学困難な生徒の共

同生活及び交流を通して生徒の健

全育成を図る施設。平成8年に多

目的宿泊交流施設として整備し管

理委託ほ開始、平成14年から合

宿受入れ、平成18年度から指定

管理、平成21年度からは大学

生・一般の合宿受入れ可能とし

た。令和2年度から5年間の指定

管理（しもかわドッとカム）

多目的宿泊交流施

設「アイキャンハ

ウス」

・現状を維持していく。現状維持

学校給食の充実を図るため、地場

産物の活用や米飯給食の充実を推

進し、安全・安心な給食を提供し

ている。

学校給食共同調理

場
教育課65 1225041S46×

寮生は除く
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 316 21,948 0 21,941 7 0 0 ▲ 21,632 16,194 1 7

R2 271 31,904 2,001 29,903 0 0 0 ▲ 31,633 7,935 4 10

R3 268 35,436 2,147 33,289 0 0 0 ▲ 35,168 6,374 6 11

R1 145 51,321 0 8,704 16,297 0 26,320 ▲ 51,176 17,949 3 16

R2 145 26,320 0 0 0 0 26,320 ▲ 26,175 8,720 3 8

R3 14 42,706 0 0 16,386 0 26,320 ▲ 42,692 9,176 5 14

R1 80 6,902 0 6,596 306 0 0 ▲ 6,822 1,140 6 2

R2 31 4,057 1,020 3,037 0 0 0 ▲ 4,026 310 13 1

R3 22 2,829 285 2,544 0 0 0 ▲ 2,807 261 11 1

R1 0 3,090 0 3,090 0 0 0 ▲ 3,090 121 26 1

R2 0 1,810 0 1,810 0 0 0 ▲ 1,810 114 16 1

R3 0 1,792 0 1,792 0 0 0 ▲ 1,792 53 34 1

教育課71

・完全予約制に移行しており、効

率的な運営と下川町社会教育施設

⾧寿命化計画に基づき、維持管理

する。

現状維持824150S55×

・生活、産業、教育文化等の資料

を展示保存することにより、その

発展過程を理解し、郷土愛を高め

るため、設置した。

郷土資料展示保存

施設（旧一の橋小

学校）

69 145

・完全予約制に移行しており、効

率的な運営と下川町社会教育施設

⾧寿命化計画に基づき、維持管理

する。

現状維持603050H3×

・生活、産業、教育文化等の資料

を展示することにより、その発展

過程を理解し、郷土愛を高めると

ともに、都市と山村の交流を深め

るため設置した。

ふるさと交流館教育課70

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持5538S41×

・児童の健全な遊びを通して、子

どもの発達の増進を図るととも

に、図書、記録、その他資料を町

民等の利用に供し、教養、調査、

レクリエーション等に資するた

め、町民会館を設置した。

町民会館教育課

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持

・住民のために、実際生活に即す

る教育、学術及び文化に関する各

種の事業を行い、もつて住民の教

養の向上、健康の増進、情操の純

化を図り、生活文化の振興、社会

福祉の増進に寄与することを目的

として設置した。

公民館教育課68 804050S56×
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 354 0 354 0 0 0 ▲ 354 ʷ ʷ 0

R2 0 61 0 61 0 0 0 ▲ 61 ʷ ʷ 0

R3 0 58 0 58 0 0 0 ▲ 58 ʷ ʷ 0

R1 173 675 0 675 0 0 0 ▲ 502 1,055 0 0

R2 130 631 0 631 0 0 0 ▲ 501 1,030 0 0

R3 97 877 0 877 0 0 0 ▲ 780 934 1 0

体育施設（No.74～82）

R1 56 3,136 0 3,136 0 0 ▲ 3,080 17,515

R2 50 0 0 0 0 0 50 11,952

R3 39 1,301 0 1,301 0 0 ▲ 1,262 12,354

R1 0 117 0 117 0 0 ▲ 117 715

R2 0 0 0 0 0 0 0 400

R3 0 141 0 141 0 0 ▲ 141 367

R1 0 3,064 0 3,064 0 0 ▲ 3,064 2,485

R2 0 0 0 0 0 0 0 2,489

R3 0 946 0 946 0 0 ▲ 946 2,266

R1 14 397 0 397 0 0 ▲ 383 8,841

R2 16 0 0 0 0 0 16 6,055

R3 16 601 0 601 0 0 ▲ 585 6,160

教育課73

現状維持

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

1135347S63〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

スポーツセンター教育課74

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持1686438S55×

・陶芸センターのはじまりは、一

の橋で平成5年より作品の制作を

始まった。しかし、下川市街地よ

り一の橋までは交通の便が悪く、

利用者が大勢となったことから、

新たに近隣にない25キロの大型

の窯を購入し、設置した。

陶芸センター

・保存施設として引き続き、維持

管理する。
現状維持1114238S54×

・生活、産業、教育文化等の資料

を保存することにより、その発展

過程を理解し、郷土愛を高めるた

め、設置した。

郷土資料保存施設

（旧菱光小学校）
教育課72

教育課75

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持683247H1〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター
教育課76

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持2805620S55〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

柔道場・弓道場

77 75

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持1824H15〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

万里⾧城パークゴ

ルフ場
教育課
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 0 888 0 888 0 0 ▲ 888 2,789

R2 0 0 0 0 0 0 0 2,505

R3 0 946 0 946 0 0 ▲ 946 2,742

R1 0 13 0 13 0 0 ▲ 13 0

R2 0 0 0 0 0 0 0 0

R3 0 0 0 0 0 0 0 41

R1 0 1,705 0 1,705 0 0 ▲ 1,705 6,048

R2 14 0 0 0 0 0 14 5,893

R3 14 3,018 0 3,018 0 0 ▲ 3,004 6,742

R1 0 0 0 0 0 0 0 1,251

R2 0 0 0 0 0 0 0 260

R3 0 34 0 34 0 0 ▲ 34 550

R1 0 0 0 0 0 0 0 1,259

R2 0 0 0 0 0 0 0 1,253

R3 0 94 0 94 0 0 ▲ 94 1,261

R1 70 52,562 0 9,320 0 43,242 0 ▲ 52,492 40,903 1 16

R2 80 47,160 0 0 0 47,160 0 ▲ 47,080 30,807 2 15

R3 69 54,361 0 7,081 0 47,280 0 ▲ 54,292 32,442 2 17

R1 0 176 0 176 0 0 0 ▲ 176 ʷ ʷ 0

R2 0 128 0 128 0 0 0 ▲ 128 ʷ ʷ 0

R3 0 160 0 160 0 0 0 ▲ 160 ʷ ʷ 0

No.74～82体育施設合計

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持883034H3〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

桜ヶ丘アリーナ教育課78

教育課79

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持893438S62〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

スキー場教育課80

・団体利用はないものの、個人で

利用する様子が見られることか

ら、最低限の維持管理をする。

現状維持2403615S60〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

山村広場

教育課81

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持1073230H1〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

テニスコート教育課82

・一定の利用者数があることか

ら、下川町社会教育施設⾧寿命化

計画に基づき、維持管理する。

現状維持1303930S57〇

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

野球場

教育課83

・平成30年度をもって体育施設

としては運用終了している。現在

は空き地として最低限の維持管理

をしているが、利活用の方向性が

決まり次第、廃止する。

廃止1114238S54○

・下川町の体育振興の用に供し、

町民の健康増進と体位の向上及び

地域間交流を図るため体育施設を

設置した。

総合グランド
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公共施設収支及び利用状況（令和元年度～3年度）

人件費
施 設

管理費

事 業

運営費

指 定

管理料
公債費 利用者 町民

年 年 年 ％ 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 人 千円 千円

経

過

年

数

老

朽

化

率

収入① 支出② 収支①-②

年

度

耐

用

年

数

№ 所属課名 公共施設名

指

定

管

理

取

得

年

度

設置目的、背景、現状等
今後の

方針

「今後の方針の理由」や「これま

での審議会意見を踏まえての進捗

状況」など

利用者数

1人当たり町負担額

R1 295,988 555,158 288,486 28,242 238,374 0 56 ▲ 259,170 25,965 10 79

R2 320,845 552,814 284,627 29,711 238,448 0 28 ▲ 231,969 24,396 10 72

R3 317,095 563,700 302,920 30,401 230,373 0 6 ▲ 246,605 23,141 11 79

R1 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R2 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R3 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R1 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R2 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R3 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R1 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R2 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

R3 0 0 0 0 0 0 0 0 ʷ ʷ 0

・必要に応じて施設整備を実施し

安全性、病院としての機能を維持

している。今後においては、人口

動向、地域の実情等を考慮し、病

床数や運営形態の見直しを検討し

ていく。

現状維持1315945S37×
・町民の健康保持に必要な医療を

提供するため。

町立下川病院

※収益的収支
病院84

病院85

・固定医師が確保され、老朽化し

ている箇所については、修繕等で

対応し、今後においても住環境整

備を図っていく。

現状維持36822H25×

・固定医師の維持を図るため設置

し、必要に応じて住環境を整備し

ていく。

医師専用住宅（副

院⾧宅）
病院86

・固定医師が確保され、老朽化し

ている箇所については、修繕等で

対応し、今後においても住環境整

備を図っていく。

現状維持1773922S57×

・固定医師の維持を図るため設置

し、必要に応じて住環境を整備し

ていく。

医師専用住宅（院

⾧宅）

病院87

・固定医師が確保され老朽化して

いる箇所については、修繕等で対

応し今後においても住環境整備を

図っていく。

現状維持2275022S46×

・固定医師の維持を図るため設置

し、必要に応じて住環境を整備し

ていく。

医師専用住宅（旧

副院⾧宅）
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